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第 181 回 計測技術委員会議事録（案） 
 
日 時 2024 年 2 月 2 日（金） 14:00～15:40 
場 所 サニー貸会議室 401 会場 
出席者 委 員 長 山田（産総研） 
 副委員長 布施（電中研） 
 委 員 河村（アンリツ）、藤井（NICT）、古川（埼玉工大）、 
   松野（群馬大）、松村（日大） 
    顧 問 仲嶋（福山大） 
    幹 事 今池（日大）、作本（日大） 
    幹事補佐 小平（日電検）、白井 
資 料 
181−1 第 148 回運営委員会 2023.10.26 
181−1−2 電気学会論文委員会 A1 グループ幹事推薦のお願い 
181−1−3 2024 年度活動資金申請書 
181−2 2024 年計測技術委員会活動計画三次案 
181−3 2024 年計測研究会実施計画三次案 
181−4 2023 年度計測技術委員会活動状況 
181−5 令和 5 年優秀論文発表賞 A 受賞者(部門報告書) 
 
議 事 
1  前回議事録の確認 

異議なく承認された。 
 
2 運営委員会報告（10 月 26 日開催分） 

山田委員長より資料 181−1〜181−1−3 に基づき説明があった。 
・令和 7 年 A 部門大会は、芝浦工大が候補に上がっている。 
・A 部門の収支改善に関して、来年度の活動資金は今年度の７割程度として、今後、５割程度まで削

減する案が検討されている。 
・電子帳簿保存法の改正に伴い、来年 1 月以降に立替え購入し、電子的に入手した領収書は、メール

の添付等で電気学会に提出する。紙の領収書は、現行通り郵送で対応する。 
・令和 6 年全国大会シンポジウムは、A 部門から３件となった。 
・令和 6 年度の計測技術委員会の活動資金は、３割減の 22,274 円となった。 
・論文委員会 A1 グループの幹事推薦の依頼が届いている。幹事の条件として、論文委員１年以上の

経験が必要とされているが、特例的に承認を行っている場合もある。候補者は、山田委員長が個別に

依頼する。 
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3 2024 年度計測技術委員会活動計画 
作本幹事より資料 181−2、181−3 に基づき、2024 年度活動計画三次案及び計測研究会実施計画三次

案について説明があった． 
・2024 年度計画の最終案である。計測技術委員会は、原則、運営委員会開催後に計画したい。 
・研究会担当委員は資料のとおりとする。 
・11 月及び 2 月の研究会は２日間の開催を予定する。 
・SICEセンシングフォーラムは８月末に長崎大学で予定されている。 
 

4 2023 年度活動状況 
作本幹事より資料 181−4 に基づき、活動状況について説明があった． 

・今年度の委員会は４回実施済みである。 
・研究会は３回開催しており、今後、テーマ「光応用計測」を 2 月 29 日、3 月 1 日に福岡市のリファ

レンス駅東ビルで、テーマ「温度計測」を 3 月 8 日にサニー貸会議室で開催する。 
・昨年 12 月に開催された C 部門との合同研究会について、これまで各技術委員会で経費を折半して

いたが、今回から隔年毎に全額を負担することとなった。 
・研究会を地方で開催する場合、当該地域の支部と協賛し、支部のホームページに研究会の案内を掲

載していただくような取組みを考えてはどうか。 
 
5 優秀論文発表賞 

山田委員長より資料 181−5 に基づき説明があった。 
・候補者についてはメール審議を行い、次点１名を含む５名を電気学会に報告した。 

 
次回 2024 年 5 月 24 日（金）14 時～17 時 場所 東京都内を予定 
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IEEE 関係議事録 
 
資 料  
2023 年第 2 回 Chapter Operations Committee Meeting抜粋 
IEEE 学生研究発表会 2024 
2024 年度学生研究発表会実施計画 
IEEE_採点_計算表 2023_報告 
 
議 事 
・2024 年度学生研究発表会の幹事は、第１回を福本先生に、第２回を河村氏にお願いする。 
・2023 年度 Student Award は、１位 宮崎大 渡辺氏、２位 芝浦工大 菊池氏、３位 宮崎大 魚

住氏に決定した。 
以 上 


